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Thirty four patients with anovulation and 10 normal control subjects were

examined by the repeated stimulation test with gonadotropin releasing hormone
(Gn-RH) (100 fig I.V. injection twice at a 60 minute interval). The pituitary

gonadotropin responses in terms of the synthesis and release were studied,

1) Pituitary gonadotropin synthesis and release were completely impaired in typical

anienorrhea associated with weight loss. On the other hand, during the recovery

process, pituitary gonadotropin synthesis and release were observed to reveal

various pattern.
2) In the most of cases with anovulation, plasma testosterone levels are elevated

and accompanied by inappropriately, elevated LII concentration, normal FSH

and E1/E2 ratio of > 1.

ting ability increased two

3) In follicular phase, most

reserve pools, which may

pituitary. In contrast to

normal ovulatory phase

positive feedback.

By the repeated Gn-RH stimulation test, the secre-

times as compared with that of normal cases,

of subjects with normal cycles has the increased
be regulated by its negative feedback action on the

this phenomenon, the gonadotropin synthesis in the

was greater than that of release, because of the
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研究対象および研究方法
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均3.2･3と商値を示L分泌健優位であ-)た(寮冒,図鋸か

T､ 卜車灘!J:,T-汗､徳とl三〇し'潤椎 t図'1い

△且と既望との関係を正常月経周期群と体重減少鮭
無り経群..リ町岬甘.1鼎･;∵ボナ~r-ft'iUjト'･.

Llト 正常日経㌔吊し咽等-∴∵巨､･∴∴仁パ農度;r;二代植付L-

5軸鰐/m息と止静と了こくるをこ従って,△通が上昇してく

十∴.さ∴(,ト二1:::･L､巨r‖二･＼∴予 11t､LTlll山､1立､tトllこlLtk

をこより益息をこ押領!jがかかる申さらに民謡が上界すると

いt)油i＼･t､lPハII)こt｡kiri･L)＼､11十二丁､勲i･~~卜,E,･f･-日工

② 体義務少性無月経群をこおいては,既望濃度が低値
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が5鞄琵/m且と上昇してくるをこ従-T3で野鳥3Lが止昇して
くる8しか確貢E常月経周期群が)反応より過剰反応を示し
ニト十∴
③ 排卵障害群においては,民望濃度が低値な屯のが
多毛益及ぼ低腹応である中

期群の反応より過剰反応を頚篭している申
.削 卜附･樟丁成柾十卜二二iT)閃怖く園:i)
下垂体脅威能△詔と 豊三芝との関係を正常月経周期群
と鯵塵減少後無月経群と排卵障害群をこ分針で検討首〆た.
櫛 正常月経周期群においては,監慧濃度が低値から
冊)L,1111上目√日.-こ∴.㌦◆,t''【VL--:-､∵∴∴二.'_!.;ゝ卜'!!-i.､等
拓く-Ⅰ!..Jか仁丹仁｢~十㌦卜∴､こ∴言∵■､･▲L);::;,~L卜㌔十il∵､,
② 捧意減少性無月経群においてはき既望濃度が低値
･､湖,!f-:T∴＼､告吊ひく宜∴∴机上小.回1''勘用･蝉症例∵∵Et圭
十､両)LT1111∴卜t,,II-~十､∴訂~_.従∴工∴:.1;･}吊･.里･いて-
･∴:I.上;:バ∴｣[直‡■用し反け言･JlHてい::工
③ 排卵障害群をこおも､てはき民謡濃度が低値なものが

開基魁f悶腰

∴

AA

○

望慧 :, . :

鷹く△2ぼ低反応である甲
高"r戯症を合併すると民望が50駅留壷蓬と上昇してく

j石上;:;:･1日てい上
中 卜糾畑′T成･宮日並十二i･:ご1､･%外ミヤ一山mitlhol111川It､
叫靴,i::

の機関はみられなかった.

考 察

卜糾帖凍∴_三二(i,nlミt-1帖歌∴い).釦乾十右(,:.L工.'
〆3の殿な-)た機序が存在する3㌔これを調べるをこぼ声適
切な間隔をもって2回Gm瓢まを投与することをこよさブ窺
うことができる申最初のGri段Ⅲ紅潮する反応は下垂体
し･11i,川1iltlりlrl_両日!/I:･[用ン十,Jl-辛..巨/細目言投lj.(頼艶∴

をこより窺おうとする屯のである増さ8)9)
林∴トは合成1.ll1ミートノ凋吋帽甘て∴Jl.岬Ijll:'L殿上卜

○

･ ∴∴∴ ･ ㌔ .こ.･r二､.･

〇一体 重減 少性 無 月謹 回復 期 ･軽症例 群

▲一排 卵 陣書 例 群

△一排 卵 障害 +高Testosterone血症 例群

こ ･.: ∴ 一 ･

:. ･ ･ ∴ :

､ ･ ∴

､ ､

国 語 下垂体労泌能と 濫2の関係
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しゃ正常性周期婦太の卵胞期と黄体期では脅威能優位で

ありヲ排卵前期,更年期婦尤 正常者年男予では放出能

が優位であると報告 した弔川越ら10)はチ中枢性無月経

患者に対して120分間隔g)監胤 2阿免荷試験を施行

2桓磯 与後をこより大きな反応を示 した.無月経患者の2竣

低反私 第望回目は良好な反応を示した.あとの磯例は

五平岩岡ともに低反応でありき第2度無月経であったと

裾 至;iIi∴ 広橋r,‖ 言11:.常 購紺闇 婦･皇 二弱い 川1品 卜

抑 1作吊t･::.I1--･卜lT(11汀t,i.llこIL'.ll--(1iH1--2けynい∴ヨ∴-

tiliヾい＼ことJVt17-01､､1)こiilこi/L車 一l(恥11g1111をlト ･卜り

黄に合成能優位であり両者間をこ有意差を認めず,D汲m拡最

による=下垂体前葉機能の抑制をみなかったと報告してい

う工

脅威能優位であったか排卵掛 こお汁てぼ分泌健優位であ

りタその絶対値は高値を示した.

∴ハ tくく-1い(,ateし1Gl卜1くトlドtilllul;lliL)n i･ーJi汗:::,(i.ミI

RtlL-､捜Jj-Ftu隔及び捜吊_I;十 一)いて言,投LJ一･冊綜 Ltl.(i,1･l

王U.Ⅰしい亜t申半.滅期に数分て:i;7㌦ u卜･､1半減i鉦.三二〇O-二iい

分で:机上∴と.字引i_蝶ktj･総L-iLIIいく､こIkに!-､∴黒い!,I

後にみ転身Lることヲ奪回は外来患者が中心であることか

㌔.tN',巨･.上JI.(i,Il.lRH ill)投日直再Y/J*･(.7う1回投JJ~儀

でし1)杜.E廿最て:f＼て-11町f唱 しそ二i;∴ しかt什常 鞘を服用-､j

闘勘丁_閲 トLr̀言.(～(1分問隔て甘入局十一廿1侶 il,r"7号∴:､1--

脅威健をこ関しては正確性をこ欠ける葡丁醸性が窺われた舟

視床 卜部 ･巨何科~-_町iL.三)各種 Jtt,I-日i(-_ih､'nn川l(I(ll

影響については多く殿報告がある軌 を鍔コ主役は 監2

をこよると考えられているl)冠)

｢fTL中 L<tt-_lr血1hL'rmいHt-II.･(珊瑚㍉抑止三し. 卜酎畑.∵対

+/;r仁竹1-hL,.1ぐki･.V-一一いて検討しナ∴

卜重体ハ合成 ･分縮艇､lニトt什n)i(ih川111川Itゝ叫掛葦に

-｢-いては ′1∴ :/㌔.I.)S､1)tll:lJ八 S.F.ト千了用潤 言.jこか--

た甲下垂体脅威 ⑳分泌能と 既望の関係をこ関 して魯群をこ
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E?
正常月末至周期における
下垂イ本･分泌能･合成能と
E2の関係

E:
体重減少性無月経群における
下垂体分泌能･合成能と
Eコの関係

鼠嶺各節をLr…おける下垂榛東泌魯魚威能と鋸 の関係の模式琵ヨ

守章{給い∵十二.図1{{｣-(辛_t一∴閃住吉･JIl十㌦畑..I_.

酢1潮珠卜浩･卜‖･樟~吋i∵辛j冊十 外相斗(i,吊(ll

樟艶子'･I肘t'jな.裾も卜証.;ノ⊥∴L/,(;HT(tit'lTltll.i;.両ltL･

仙ト.:･･減ノトト丁.:二㌦T.巨二､恒･l)りLy日日;晶1tT~(-I)il･ト1Li山l

であると考えだJれているや

巨;L‖据付Ll工言外照斗(~涌く11刺激.lrLIL:-I,tl.

済損のmF重体からの分泌反応は餐く腹応しない魁U蟻も

応を示すものまで様櫓である町これら翻外鳳虻鞘郡山敦

浩し満作(_hi〈ti∴出川1証-tt･('ll畑I∴卜_十j･､量~77'∴､

このため外因性Grも既銅に尉する合成及び浄泌反応が鼎

な-I,てくるのであるや運転に鰻が)義賓な関守-として体蚤

減少の程度やANa)癖播きなどの病状がある糊

著者の成績でもANの典型例においてぼ合成健,分

泌聴衆にほとんど反応がなかった也ま糾d:儀親潮軽症例

においては合成健吾分泌能共様府な反応を示Lた旬また

監息錐芝が比が息以下か既望が5晦鍔//mud_とでは△且〆
∴L'･1-こllLit十･･汗十トー､巨了Tト揖jiLI:,.,'･､擾什ー~辛パ泣∴ I/,!

/既望がH法上かE芝が 5伽藍/!mま鉦暦では△1/△2

:畑:-〔衷2､-.tLi/;:Jj∴､て lヾ…一吊h'_汀nl川1し､二小祝沫卜

部噂下垂体に対する合成と分泌のne齢tivefeed-ba蕗

降網漁は既望が5晦g/m旦経度以上で出現する可能性が
示きれたB

Eご
排卵障害群における
下垂体分泌能･合成能
とE2の関係

苦戦輯Sの病因に関しては牙中枢説,卵巣説9副腎説

など諸説あるがヲどれ転一元的にこの複雑な癖願を説明

牒Fi･紳甘 t損神棚JLL:I:臣､･::理射斗.･1川行いtLrt.=くp宜′;:_

戯症を増強すると言う悪循環が生じると言う点では----敦
も了だいる望郎25絹針

㌘C紐SにおいてLH濃度が轟(なる捌怠視床下部----

下垂体糸における監招拍動性骨壷IEG)振幅の増加による

ときれているが,L錯拍動の額度続開も㌦〆ては正常周期紛

太と殿はっきりした相適は得られていないサしたがって

㌘C将Sをこおける外摘後払T3RHをこ対せる過剰反応は先

進巨･･1,li･iE凍!J竹寸言Ii■_L,二,I:/考.':∴ナト二号∴ 加∴,I:,

バ漫畑1!十一_.高く,トけりLrH1日雷⊥持{rrt_,'､.のし､州･日にい‖lp!Liく.

が存在すると下垂体をこ直接作用も〆てGr膳紺の感受性を

:畑~_言いT雄こび-i.!rL宰′昔や牛車し.進trI_JLi-1鷲津丹:上i∵亘{1,･

振幅が必要である語i)32)

Et'()トし'弓掛目､̀浩 卜巧守卜主はt-ゝトけrlt=llトーtlL､LTこ両＼･'､

i:IT'日石lilL(-信､LlI)こ11人;◆号..i㌦;ti㍉:_ー卜土工LL.い=1i帖t,TltJ

誘発でも自然に卵胞が成熟した場合で魁や内園性の紛

排卵にいたることが示されているも

しかし何散㌘C扮S結けおいてLを号sur雛 が起こりに
くiなっているのか明らかな説明は現在なされていない.

今回の成繰かも李無排卵周期症から第2度無月経まで



掛目:頼榊川欄に対十三､H叩t､こIhl'l(in-1･iHLitill川1.I/I(i川1に十:'ヒトトtT亘ト
(L:;(川(･l(lolropjnか戊･裾侶'･描i柾と Stt,r()i一lHoTlmOn(-LM糾うミ

の無排卵周期を示す症例の20例舶7駒 場5%)転の多く

れは願排卵状態が慢性となった症例をこおいては鼎塾約で

L･鉦一､./F:_.J∴恒､､(一項:I例は柁粋錆検査.辛抱[川窪検査で汁'(_)

上い'lj淀終診断十･八､-~こい!:=い畑･ま申出1守'.的∴はⅠ)(I(:)S

と言ってよも､症例が多いことを示療する.したがって願

排卵症をこ占める㌘COSの割合は相当商いことが窺われ
る旦那19)28は玉).またこれらの症例をこぼ思番期から排卵障

害の既往をもつ患者が多いことも報告澄凍て〆ている22)23)

慢性の願排卵状態が続いている鼎塑症例では遍歴Sもro酢n

戯症下でLH高値と下垂体の感受性の完遂が存在する

ことが判明した.審研究において初めて,常重体で脅威

能を上回る分泌能齢先進の存在が示された中また外因性

(I,l出目;パ十トて-1__lトリ.iLU1絶対値LLI-(l()ドI粧二-

比鰹L正常月経周期の排卵周期では有意に高値であった甲

著者は上述の成績にもとづき,掃神的stTeSS等号稜々

の原因をこよる無排卵が排卵前期のホルモソ状態をこ蘭てい

i,;=i＼.･t-｢…ihlL･kL･T､)障告があ上 LI日日Ll(1し)trot)ill(㌦′T

成を上固る浄泌の先進を示し,その轄鼠 下垂体軸こLH

ゴi蓄･･1,∴ナ∵卜~.いりSili＼,どlt､t)(卜11こLL･k!亘闘l亡され鮒十It-

ると貰うことがPC,扮Sに見られる懲循環-の最初のト

リガ州であろうと推諭した甲このような願排卵状態が実費

1､侶畑守r't工∴ 高′1'L侶上 音t-1i=痛:---ji･,]←卜三二へくり∵㌧

jOl

上 さ∴にtlLW,Liu亘､tYトtlこ1(:k(I:t';i:;I;｣111制され1℃し)ド

ハ宣戊に干上i_上}J.

他方声SもeTOid産生が極めて低下し 最期をこわたる無

鞘畔こ:.:,f＼:::-1̂ N∵吊,き1日lこlLlotl･｡両日')車五･合成蛙

ad量smの状態を示し,㌘UJ扮S教の願排卵症とは輿なる

観排卵の病魔を示すことをこなる(国都 (阿馬主

.7くfl-,:･･j畔｢仙畑丁.働･､∴!-_/ノ亘i侶l木.-Lrきて二日十 今後.

呈deSや鵡o齢m豆neなどを介する倖欄などを含めて殿声

な研究が必要と思われる33ラ～

ま と め

無耕卵症粧紺粧し｣上前排卵.舶ミ則岬町村トーI.Rt,r)t､L,l-
1亡1(1C,Ilfく1-1StiIIHll;lliLmT(1Sl他行卜′∴一十こて∴ト､.+:.

下垂体分泌能のみならず合成能をこついて転換討Lァ次の
結果を得-,}∴

1)体感液少性無月経鼎塾例欝 日野)では下垂体分泌

能及び合成健は衆をこほとんど反応がなかった.休養減少

後無月経回復期串軽症例群(望群)では分泌健及び合成

健は多彩であり低反応かど3過剰反発二まで示Lたか

が 排卵障害群摘サ磯野)は高で戯症を示す症例が多

図5無排卵か上l'し､L)S-＼ハ変遷
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くそも･-'1⊥吊 亡rlLLL一例-告土.高 l_ノ汁 侶 言f;トStl を示 し EI

1､上1-･.t･.回 -.ていた.

転成-転換戒 をこよると考えられる合成能優位な例が多かっ

た.神州期 湖照･一一t)群いて:.眩.分津､能健位左側が多数

例L/3:rt凍 てし､た.なお抑佃紬｢拭 い:'positi＼.ert-､t､Ll-

ba洩 現象の存在が窺えた,

不全を示すのかこ反して,PCOSでは正常卵胞期を越す

過剰分泌健を有Lていることが慶安な所風であると言え

.い十 肥満が見:I:t,i▲ノ工巨一吊ていp~くトー~1ンJflL症i･:∴巨:-慢

性(･'L)st(汀Oid刺漸;I-_､.U'さ才i.てし､･I,1円津咽帖庸雄1-=杭す

果 l'し_i()Sで観察tされる下垂体ハ gonこl(-lOtr日面1i-ll合

惹起され難宅なることが引き塵となって悪循環が成立す

:::'もハLL二推測さ.チ,L,I__㌔

t:〕COSに持 上､卜垂休 Lfi(さ1･;,}泌能~;L進LTこ比し合成

能が相対的をこ低下していることを初めて明らかをこし野P

養蚕な示唆を与える屯のと考えるぉ

鶴を終るをこ臨み,御懇矯なる御指導,御校閲を腸

車とt!ニ竹内ILL教授日射も･L).i-::,'､謝意を捧げ謹上

また審研究をこ御指導,御協力を戴き潰した佐藤欝昭

講【L佃∴感謝いた巨トト 十日本論丈ハ要旨言姉川 .I

田本不妊学会学術講演会 拍988年,嘉都市きをこて発
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1963.

l_)lS七二ASE,Fpl､t-ilLqteril､35):371-39..I,1981.
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内相鏡下小~J二･減法による排卵効果,H･付ft:会誌.26:

22)荒川 修.上田昌博.古谷元康,須藤寛人: ､1う科

に.畑十･る苫隼JJ.･1粧し丁川 津町IfLJ7;.i:_]咋帰粧き射出jj'会誌,

29:23-･26,1州3.

231荒川 修.阿久津 正.西村 満.丸山晋司,三沢

芳夫,三宅崇雄.吉沢浩志.佐藤芳昭,竹内正七.

広橋 武:思春期外果統計.r摘:Ib･.=g.新潟地左会誌.
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